手に入れ たもの か 知りません が …… 」 

ここで 相手 は 探る ように 私の 顔 を 見ました が、 私 は 

依然として 無表情な 強直 を 続けて おりました。 

曼陀羅 院長 の 眼の 光が 柔ら ぎました。 こころもち 歪 

んだ 唇が 軽く 動き 出しました。 

「先月 …… 十 一月の 二十 一 日の 事です。 姫 草さん はか 

なり 重い 子宮 内膜 炎で 私のと ころへ 入院し ましたが、 

そのうちに 外で 感染して 来たらし ぃジフ テリ を ゃリま 

してね。 それが ャット 治癒り かけた と 思います と… 

…」 

r 耳鼻科 医に 診せられ たのです か」 



て 脳髄 を 麻痺 させられて いたせい かも 知れ ませぬ が… 



何よりも 先に 明らかに 致して 置きた いのは 彼女 …… 

姫 草 ユリ 子と 自称す る 可憐の 一 少女が、 昨春 三月 頃の 

東都の 新聞と いう 新聞に デカデ 力と 書き立てられ まし 

た特号 標題の 「謎の 女」 に 相違ない 事です。 この 事実 

は 本日 面会し ました 前記の 司法 当局者に、 私から 説明 

しました ので、 同氏が 「容易なら ぬ 事件」 と 認めて、 

即刻、 警視庁に 移牒した という 理由 も そこに 在る 事と 

察 しられる のです が、 その 新聞記事に よります と (御 



記憶 かも 知れません が) 彼女 は、 その 情夫？ との 密 

会所 を 警察に 発見され たくない という 考えから、 その 

密会 所 付近の 警察に 自動 電話 を かけた もの だそう です。 

「妾 は 只今 X X の X X という 家に 誘拐、 監禁され てい 

る 無垢の 少女です。 只今、 魔の 手が 妾の 方へ 伸び か 

す き 

かってお ります が、 僅かの 隙間 を 見て 電話 を かけて る 

のです。 助けて 下さい、 助けて 下さい」 

と言う 意味の、 真に迫った、 息 絶え絶えの 声 を 送つ 

て、 当局の 自動車 を とんでもない 遠方の 方角 違いへ 逐 

い 遣って しまった のです。 彼女 はかよう にして、 それ 

から 度々 警察 を 騒が せました ので 結局、 同じ 女 だと 言 



「いいえ。 ちょうど 表の 開院のお 看板が 電車の 窓から 

見えました ので 降りて 参りました」 

「ハ ハァ。 お 国 は どちらで すか」 

「青森県の H 巿 です」 

「御両親と も そこに おられる のです か」 

「ハイ。 H 巿の 旧家で ございます」 

「御両親の 御 職業 は …… 」 

「造 酒屋 を 致して おります」 

「ほお。 それじゃ 失礼です が、 お 実家 は 御 裕福です ね」 

「ええ。 それ 程で も ございません けど …… 妾が 東京に 

出る 事に 就きましても、 両親 や 兄が 反対し たんです け 



「ハイ。 学校 を 出ます と 直ぐに 信 濃 町の K 大の 耳鼻科 

に 入りまして ズット 今まで 」 

「そこ を 出て 来た 事情 は …… 」 

「 …… あの。 あんまり 嫌な 事が 多い もんです から… 

〜」 

「いやな 事って ドンな 事です か」 

「 …… 申し上げられません。 仕事 は トテモ 面白かった 

んで すけ ど 」 

「ふうむ。 貴女の 身元保証 人 は …… 」 

したや 

「あの。 下 谷で 髪結い をして いる 伯母さんに 頼んで お 

ります の。 いけないで しょうか」 



これ だけの 問答で 私 等 は 彼女 を 採用す る 決心 をして 

しまった。 私ば かりじ やない。 妻 も 姉 も、 彼女の 無 邪 

気な、 鳩の ような 態度と、 澄んだ、 清らかな 茶色の 瞳 

と、 路傍に タタ キ付 けられて 救い を 求めて いる 小鳥の 

ような 彼女の イジ ラシィ 態度 …… バスケット 一 つ を 

ひつ さ ぼうこう 

提げて 職 を 求めつ つ 街 を 彷徨す る 彼女の 健気な、 痛々 

しい 運命に、 衷心から 吸い付けられて しまって いた。 

笑え …… 私 等の センチの 安価 さ を …… 誰でも この 問 

答 を 一 読した だけで、 彼女の 身元に ついて 幾多の 矛盾 

した 点 や 不安な 点 を 発見す るであろう。 少なくとも 一 

度、 K 大の 耳鼻科に 電話 を かけて 彼女の 身元 を 幾分な 



あった。 

しかし 彼女に 対する 私達の 驚異 は、 まだまだ それく 

らいの 事で は 済まなかった。 

彼女の 看護婦と しての 腕前 は 申し分な いどころの 騒 

ぎではなかった。 K 大 耳鼻科の お仕込み もさる 事な が 

ら、 彼女 は 実に 天才 的の 看護婦で ある 事 を 発見 させら 

れて、 衷心から 舌 を 巻かされた のであった。 

彼女が 私の 病院に 来てから 間もなく 私が ある 中年 紳 

士の 上顎 竇 蓄膿症の 手術 をした 時に、 初めて 助手 を 

命ぜられた 彼女 は、 忙しく 動いて いる 私の 指の 間から、 

麻酔 患者の 切り開かれた 上唇の 間に 脱脂綿 を スイス ィ 



慌 しく 病院に 呼び戻される。 または^ 謂、 草木 も 眠 

うしみつどき 

る丑満 時に 聞き分け のない 患者から 呼び付けられる 事 

が 何度も 何度も ある 事 を、 当初から 覚悟して いた。 こ 

れは 医師と して 私的に 非常な 苦痛 を 感ずる 事柄に 相違 

ない ので あるが、 しかし 出来るだけ 勤めて 遣ろう。 親 

切に して 遣ろう。 苦痛 をな くす るの が 目的で、 病気 を 

治す のが 目的 じ やない のが 一 般 入院患者の 心理状態な 

の だから …… と 言った ような 悟りまで 開いて 待ち構え 

ていたの であるが、 意外に も、 私が 開業 以来、 そんな 

事が 一度 もない ので、 次第に 不思議に 感じ 始めた。 あ 

るい はま だ 自宅に 電話が 引いて ないせい ではない かと 



「十二 銭 も 貼る ほど 手紙に 書く 事が、 どうして あるの 

あき 

だろう」 と 呆れる くらいであった。 

さらに 驚くべき 事実 は (実は 当然の 帰結 かも 知れな 

いが) 彼女のお 蔭で 私の 患者が メキ メキと 激増した 事 

であった。 この 点、 私の 開業 は 非常に 恵まれて いたと 

同時に、 彼女 …… 姫 草 ユリ 子と 名のる マネキン 兼 マス 

コット に 絶大の 感謝 を 払わなければ ならなかった。 受 

診に 来る 患者の 甲乙丙丁が、 何に つけても 姫 草さん 姫 

草さん と 尋ね 求める 態度 を 見る と、 ちょうど 臼杵 病院 

の 中に 姫 草 ユリ 子が 開業 をして いるよう で、 多少の 自 

信 を 腕に 持って いる 私 も、 彼女の こうした 外交 手腕に 



たね ま 

の 種子が 蒔かれて いたので あ つ た。 

彼女の 郷里 は 青森県の 酒造家で、 裕福な 家ら しく 聞 

いていた が、 その後の 彼女の 朗らかな 性格 や、 無邪気 

な 態度 を 透して、 そうした 事実 を 私 等 は 毛頭 疑わな 

かった。 

一 番 最初の 問答に 出た 彼女の 兄なる 人物 は、 彼女が 

くろよう かん たくさん 

来てから 間もなく 倉 屋の黒 羊羹 を 沢山に 持って 病院に 

挨拶に 来た。 もっとも それ は 私が 帰宅した アトの 事で、 

誰も その 兄の 姿 を 見届けた もの はいなかった が、 ちょ 

うど 私が 自宅で 夕食 を 終つ てから、 问 かしら デザ ） r 



の 時ぐ らい 甘く見られた 事はなかった ろう。 

彼女の 郷里 からと言って 五 升の 清酒と 一 樽の 奈良漬 

が 到着した の は 、やはり、 それから 間もなくの 事で あつ 

ことづけ 

た。 何でも 郷里の 人に 両親から 言伝た 品物 だと かで、 

例によって 私が 帰宅 後に、 病院に 居残って いた 彼女が 

受け取つ たという 話で あつたが、 彼女が 汗 を 流して 

提げて 来た 酒 瓶と 樽に は レッテル も 何もな く、 きわ 

めて 粗末な、 田舎 臭い 熨斗紙が 一枚ず つ 貼り付けて 在 

る 切りであった。 一口 味わって みた 私 は、 

r ゥン。 ナカ ナカ 江戸前 だな。 ピ インと 来る ね。 奈良 

漬も 三越のに 負けない」 



ところで ここまで は 誠に 上出来であった。 この辺で 

てんいむほう 

止めて 置けば 万事が 天衣無縫で、 彼女の 正体 も 暴露 さ 

れず、 私の 病院 も 依然として マスコット を 失わずに す 

T ^ うず ま 

んだ 訳で あつたが、 好事 魔 多し、 とで も 言おう か。 彼 

女 独特の モノ スゴ ィ噓 吐きの 天才が、 すこし 落ち着く 

に 連れて、 モリ モリと 異常な 活躍 を 始めた の は、 是非 

もない 次第と でも 言おう か。 

彼女の 異常な 天才が、 K 大 耳鼻科の 白 鷹 君と 私の 家 

庭 を 形容 の 出来な い 、 薄 気味 の 悪 い 悪夢の 中に 陥れ 始 

めた 原因と いうの は、 恐らく 彼女 自身 も 気付かな かつ 

たであろう、 きわめて 些細な 出来事から であった。 



俺 に似てる なんて 失敬な 奴 じ やない か」 

「まあ。 臼杵 先生ったら …… 白 鷹 先生 は、 あなたより 

も ズット お 年上で、 K 大 耳鼻科の 助教授 をして いらつ 

しゃ るんで すよ」 

「ヮ ァ。 あやまった あやまった。 あの 白 鷹 先生 かい。 

あの 白 鷹 先生なら、 たしかに 俺の 先輩 だ」 

「ソレ 御覧なさい。 ホ ホホ。 K 大 にいる 時に 白 鷹 先生 

は、 いつも 手術 や 診察の 最中に いろんな 冗談ば かり 仰 

言って 患者 をお 笑わせに なつたん です よ。 鼓膜 切開の 

時なん か は、 患者が 笑う と 頭が 動いて、 トテモ 危険な 

ん です けど、 白 鷹 先生の 手術 はス テキに 早い もんです 



から、 患者が 痛い なんて 感ずる 間もなく、 笑い 続けて 

おりました わ。 そんなと ころまで 臼杵 先生の なさり 方 

とソ ックリ でした わ」 

なぞと ユリ 子 は、 あとで 言訳ら しく 説明す るので 

あつたが、 こうした 最大 級の 真に迫った オペ ッ 力が 私 

の プライド を 満足 させた 事 は 言う迄もな い。 もちろん 

これ は 彼女が、 彼女の 実家の 裕福な 事 を 証明して、 彼 

女の 暗い、 醜い 前身 を 隠そう。 同時に 彼女の 儍 ない 空 

想 を 現実に 満足 させようと したのと 同じ 心理から 出た 

作り事で、 彼女が K 大 耳鼻科、 助教授の 要職に いる 人 

から 如何に 信頼 を 受けて おった かと 言う 事 を、 具体的 



に 証明したい ばっかりの 一 片の 虚構に 過ぎなかった の 

であった が、 しかし その 時の 私が、 どうして ソン ナ事 

に 気付き 得よう。 かねてから 母校の 先輩と して 尊敬し 

ていた 白 鷹 先生の 名前 を 久し振りに 聞いた 私 は、 喜び 

の 余り 眼 を 丸く して 彼女に 問い かけた のであった。 

「ホ ォ。 それじゃ 白 鷹 先生 は 今でも K 大に おられる の 

かい。 チッ トモ 知らなかった」 

彼女 は 平気で …… 否 …… むしろ 得意そう に 白 鷹 先生 

の 話に 深入りして 行った。 

「ええ、 ええ。 手術に かけたら トテモ お 上手って いう 

評判です わ。 妾、 こちらへ 参ります まで 先生に ドレく 



うな だ いさ さ うら 

うに 俛 首れ て 軽い タメ 息 を 一つした。 聊か 怨めし そ 

うな 態度に も 見えた が、 しかし 私 は ソレを 彼女 独特の 

無邪気な 媚態の 一 種と 解釈して いたので 格別 不思議に 

思わなかった。 

「 …… でも 妾 …… 看護婦 風情の 妾が …… あんまり 失礼 

…：- J 

「ナァ 二。 構う もんか。 看護婦が 紹介した つて 先生 は 

先生 同士 じ やない か。 白 鷹 先生 は ソン ナ 事に 見識 を 取 

る 人じゃなかった ぜ」 

「ええ。 そり や あ 今 だって、 そうです けど 」 

「そんなら、 いい じ やない か …… 僕が 会いたくて 仕様 



がな いんだから …… 」 

彼女 は 仕方がな いという 風に 肩 を 一 つ ュスリ 上げた。 

奇妙な、 泣きたい ような 笑い顔 を 二 ッコリ として 見せ 

な 力ら 

おひきあわせ 

「ええ。 妾で よければ …… いつでも 御 紹介し ますけ ど 

…：- J 

「ゥ ン。 頼む よ。 きょうで もい い。 電話で いいから 掛 

けと いて くれ 給え」 

それ はィ ツモの 気軽い 彼女に は 似合わない、 妙に コ 

ダヮッ た 薄暗い 応対であった。 しかし 間もなく 平生の 

無邪気な 快活 さ を 取り返した 彼女 は、 さも さも 嬉し そ 



れ からさら に 百 尺 竿頭 百 歩 を 進めて、 真に 意表に 出ず 

あ 

る 怪奇 劇 を 編み出す 事に なった。 …… と言うの は 御 本 

人の 白 鷹 先生 も 御存じない K 大 耳鼻科の 白 鷹 先生から、 

白昼 堂々 と 電話が かか つ て 来たので あった。 

私が 開業して から、 ちょうど 三月 目 …… 本年の 九月 

一 日の 午後 三時 半 頃、 彼女が 電話口から 診察室に 飛ん 

で 来た。 

「先生。 先生。 白 鷹 先生から お 電話です」 

大勢の 患者 を 診察して いた 私 は 驚いて 振り返った。 

「ナ 二。 白 鷹 先生から 電話 …… 何の 用だろう」 

「まあ。 先生ったら …… この間、 妾に 紹介して くれつ 



鷹 先生 は、 彼女の 説明 通りに、 如何にも 快活ら しい 朗 

ら かな 声の 持主であった。 しかも、 それが ほとんど 私 

に 一言 も 口 を 利かせない まま、 一気に 喋舌リ 続けた。 

「ャ ァ。 臼杵君 か。 暫く。 御機嫌よう。 ィャ 御無沙汰 

御無沙汰。 景気 はどう だい。 ゥン ゥン。 姫 草から 聞い 

たよ。 結構 結構。 ゥン ゥン。 姫 草って 奴 はいい 看護婦 

だろう。 こっちで、 あんまり 良 過ぎる もんだ から 看護 

ぬれぎぬ 

婦長から 憎まれて ね。 とんでもない 濡衣を 着せられて 

力な L 

追い出されち やつたん だよ。 僕の 妻が 非常に 可愛 

がって いたんだ がね。 ィャ。 本人 も 喜んでい るよ。 こ 

の 間と 昨日と 二度 電話 を かけて ね。 君ん 処は 非常に 居 



た わ。 親切な 方 …… 妾 大好き …… 」 

ひとりごと 

なぞと 感激に 満ち 満ちた、 軽い 独 言 を 言いながら 

…… すこしの 不自然 もな く 私に 聞こえよ がしに 言いな 

ゃゝ ) o 

力ら 

ところが、 それから 二日 目の 朝、 私が 出勤す ると 間 

もな く、 夢 生に なく 不機嫌な 顔 をした 彼女が、 揉みく 

しゃに した 便箋 を 手に 握りながら、 妙に 身体 をく ねら 

して 私の 前に 立った。 可愛 い 下唇 を 反ら し て 言う の で 

あった。 

「ほんと に 仕様のない。 白 鷹 先生ったら。 仕事と なる 

と 夢中よ」 



であろう。 「会おうと 思えば いつでも 会える」 と 言つ 

た 私の 言葉が、 彼女に ドレ 程の 深刻な 不安 を 与えた か 

…… 彼女 を ドンナに 恐ろしい 脅迫 観念の 無間地獄に 突 

き 落し たかを、 その 時に 察し 得た であろう。 …… 自分 

の 実家の 裕福な 事 を 如実に 証明し、 同時に、 自分の 看 

護婦 としての 信用が 如何に 高い ものが 在る か を K 大助 

教授、 白 鷹 先生の 名に よって 立証すべく 苦心して いた 

彼女 …… かの 「謎の 女」 の 新聞記事 によって、 この 時 

すでに 社会的の 破滅に 脅威され かけて いる 彼女 自身の 

自己 意識 を 満足させる と 同時に、 彼女 自身 だけし か 知 

ら ない 驚くべき 謎に 包まれて いる 彼女の 過去 を、 完全 



「ええ。 だ つ て 毎月 三日が 庚 戌 会の 期日 じ や ございま 

せん」 

「あ …… そうだつ けな あ。 忘れて いたよ」 

「まあ。 そんなと ころまで 白 鷹 先生と そっくり。 先生 

は 庚 戌 会へ お出でになりません の」 

r ゥン。 白 鷹 先生が 行 くんなら 僕 も 行く よ」 

「この間お 約束な すつ たんじ や ございません」 

おまえ 

「イイ ャ。 約束なん かした 記憶 はない よ」 

「まあ。 そんなら いいんです けど …… 」 

「どうし たんだい」 

「ツイ 今し がた、 白 鷹 先生から お 電話が 来ました のよ。 



ことわって 置く が 妻の 松 子 は、 女学校 時代から r 怪 

奇 趣味」 とか 言う 探偵 趣味 雑誌の 耽読 者で、 その 雑誌 

に カブ レ ている せいか、 頭の 作用が 普通の 女と 違って 

いた。 麻雀の 聴 撒 を 当てる ぐらいの 事 はお 茶の 子サ 

ひ ま 

イザイで、 職業 紹介 欄の 三行広告の インチキ を 閑暇に 

明かして 探り出す。 または 電車の 中で 見た 婦人の 服装 

から、 その 婦人の 収入と 不 釣合な 生活 程度 を 批判す る 

と 言った ような 一 種の 悪趣味の 持主であった。 だ 

か ら 吾が 妻な が ら 時折 は 薄 気味 の 悪 い 事 や、 うるさい 

事 もないで はなかった が、 しかし、 そうした 妻の 頭の 

はたらき すく おそれ いだ 

作用に 就いて 私が 内心 些 なからず 鬼 胎を 抱いて いた 事 



「やはり 丸の 内 倶楽部 さ」 

「今から そこへ お出でになったら キット 白 鷹 先生が 来 

ていら つし やる と 思う のよ」 

「馬鹿な。 奥さんが 病気な のに 来る もんか」 

「プ ッ。 馬鹿ね 貴方。 まだ 信じて いらっしゃ るの。 白 

鷹の 奥さんの 卒倒 騒ぎ を …… 」 

「信じて いると もさ …… だからお 見舞に 行 くんじ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「お見舞に 行く の を 止して 頂戴 …… そうして 知らん顔 

して 庚 戌 会へ 出席して 御覧なさい つ て 言う のよ。 キッ 

ト ほんとの 白 鷹 先生が いら つし やる から …… 」 



ごまか 

と 気持で 誤魔化して 若々 しく、 無邪気に 見せて いるん 

でしよう けど、 誰も 見て いないと 思って 考え込ん でい 

る 時には、 スッ カリ 気が 抜けて いるから、 そんな 風に 

本性が あらわれて いるん じ やない かと 思う のよ」 

「ゥ ップ。 大変な 名探偵が 現われて 来 やが つた。 お前、 

探偵小説 家に なれよ。 キット 成功す る」 

「まあ。 あたし 真剣に 言つ てんの よ。 自烈 たい。 本当 

にあの 人、 気味が 悪い のよ」 

r そ う 言う お前の 方が ョッ ポド 気味が 悪い や」 

「憎らしい。 知らない」 

「もうす こし 常識的に 考えたら どうだい。 第一、 あの 



椅子、 長椅子、 小 卓子の 上まで も 帽子と 外套の 堆積で 

〔# 「堆積で」 は 底本で は 「推 積で 匕 一 パイで ある。 かれ 

これ 五、 六十 人 分 は あるだろう。 大会 だけによ く 集 

まった もの だ。 

「ここで ちょっと お待ち を 願います。 今お 呼びして 参 

ります から 」 

というう ちに 給仕 は 右手の 扉 を 押して 会場に 入つ た。 

トタンに ジャズの 音響が 急に 大きく 高ま つ て、 会場の 

内部が チラ リと 見えた が、 その 盛況 を 見る と 私 は アツ 

ト 驚いた。 

扉の 向う は 恐ろしく 広い ホ— ルで、 天井 一面に 五色 



…：- J 

「ああ、 愉快 だな あ …… 素敵 だな あ、 今夜 は …… 」 

「ゥ ン。 素敵 だ …… 白 鷹 幹事の 手腕 恐るべし だ。 素敵 

だ、 素敵 だ …… ゥン 素敵 だよ」 

「驚いた な あ。 ダンス. ホ— ルを 三つ も 総 上げに する 

なんて …… 白 鷹 君で なくち や 出来ない 芸当 だぜ」 

「 …… 白 鷹君バ ンザ アイ …… 」 

と 一 人が 筒抜けの 大きな 声 を 出した が、 その 男が 

もうろう みは 

朦朧たる 酔眼 を瞭 つて、 両手 を 高く 揚げながら 立ち上 

ろうとす ると、 真 先に 私の いるのに 気が付い たと 見え 

て、 ビック リ したら しく 尻餅 を 突いた。 尻の 下に 敷か 



「いよ ォォ —— ォォ (拍手) どうだい フロックの 先生。 

雇って くんない かい」 

私 はいよ いよ 逃腰に なって しまったが、 その 時に 向 

うの 扉が 静かに 開いた ので、 もしゃと 思って 固くなつ 

ている と、 最前の 給仕 を 先に 立てて、 私と 同じく らい 

に 固くなった 一人の 紳士が 入って 来た。 それ は 本格の 

舞踏服に 白 チョッキ を 着込んだ ヒ ヨロ 長い 中年 紳士で 

あつたが、 赤 白 ダンダラの 三角帽 を 右手に 持って、 左 

の 掌に 載せた 〔# 「載せた」 は 底本で は 「戴せ た 匕 名刺 を、 

私の 顔と 見比べ 見比べ、 私の 前に 立ち止ま ると、 青白 

い 憂鬱な 顔 をして ジ イツと 見下した。 



酔っ払った 長椅子の 連中が シ インと なった。 めいめ 

いに 好奇の 眼 を 光らして 相手の 紳士と、 私の 顔 を 見 比 

ベ 始めた。 

私 は 九州 帝国 大学 在学 当時の 白 鷹 氏の 写真 を 一 葉 

持って いる。 九大 耳鼻科 部長、 K 博士 を 中心に した 医 

局 全員の ものである。 それ を 白 鷹 氏の 話が 出る たんび 

に 妻 や 姉に 見せて、 その 時代の 事 を 追懐した もので 

あった。 

だから 私 はこの 時に、 この 紳士 は 白 鷹 先生で ある 事 

を 直ぐに 認める 事が 出来た。 そうして 長い 年月の 間 ど 

うしても 会えなかった 同氏に、 かく も 容易く 会えた 事 



でいた。 ェ タイの わからぬ 人間に 口 を 利く の は 危険 だ 

と 感じて いるかの ように …… 。 

こうして またも 十 秒ば かりの 沈黙が 続く うちに また 

も、 広間の 方向で 浮き 上る ような ッゥ. ステップの レ 

コ ー ドが ヮ ァ ァ —— ン ン と鳴リ 出した。 

) ん J .V J 

私の 腋の 下から 氷の ような 冷汗が タラ タラと 滴 つ 

た。 私 はまた も、 たまらなく なって 唇 を 動かした。 

「ところで …… 奥さんの 御 病気 は 如何です」 

「 …… ェ …… 」 

きょうかく 

この 時の 白 鷹 氏の 驚愕の 表情 を 見た 瞬間に、 私 は 

最早、 万事休すと 思った。 



代議士の 方が、 本部で 卒倒され まして、 鼻血が 出て 止 

まりません ので …… すぐに 先生に お出でが 願いたい と 

…：- J 

「待って くれ …… 相手の 声 は 男 か 女 か …… 」 

「御 婦人の 声で …… お 若い …… 」 

給仕 は 何 かしら ニヤ 二 ャと笑 つ た。 

「 …… 馬鹿な …… 名前 も 言わない 人に 診察に 行ける か 

名前 を 聞いて 来い。 そうして 名刺 を 持った 人に 迎えに 

来い と 言え」 

これ は 私の テレ 隠しの 大見得と、 同席の 諸君に 解せ 

られ たに 違いない と 思う が、 その実、 あの 時の 私の 心 



ろう。 絶対絶命の 〔# 「絶対絶命の」 は ママ〕 一 所 懸命な 

気持から、 果敢ない 万一 を 期した もので は あるまい か。 

もちろん 偶然の 一 致と いう 事 も 考えられない 事 はない 

が、 彼女 を 疑う ァ タマに なって みると 断じて 偶然の 一 

致と は 思えない。 私 は 彼女 …… 姫 草 ユリ 子の 不可思議 

な 脳髄の カラク リ 細工に マン マと 首尾よく 嵌め込まれ 

かけて いる 私の 立場 を、 この 時に チラ リと 自覚した よ 

うに 思った のであった。 

私 は 一 生涯のう ちに この 時 ほど 無意味な 狼狽 を 重ね 

た 事 はない。 

おじぎ 

私 は そのまま 列席の 諸君と 白 鷹 氏に アツ サリと 叩頭 



られ るの かも 知れない。 

…… そうだ そうだ。 その 方が 可能性の ある 説明 だ。 

それが マン マと 首尾よく 図に 当った ので、 あんなに 

皆して 笑った のか も 知れない。 

…… と …… そんな 事まで 考える ようにな つたが、 こ 

れは 私が 元来そう 言 つ た 悪戯が 大好き で 、 懲役に 行か 

ない 程度の 前科者であった ところから、 自分に 引き 較 

ベて 推量した 事実に 過ぎなかった であろう。 同時に そ 

^ J に は 姫 草 ユリ 子から 植え付けられた 白 鷹 氏の 性格に 

関する 先入観 念が、 大きく 影響して いた 事 も 自覚され 

るので あるが、 とにもかくにも 事実、 そんな 風に でも 



あった。 

彼女 は、 その 洋傘 を 拡げて、 人目 を 忍ぶ ようにして 

い つも 

私に 寄り添った。 そうして 平常の 快闊 さ を アト カタ も 

なくした 陰気な、 しかし ハ キハキ した 口調で 問い かけ 

た。 

「先生。 庚 戌 会へ お出でに なりまして …… 9 …… 」 

「ゥ ン。 行った よ」 

「白 鷹 先生と お会いに なりまして …… 0, 」 

「 …… ゥン …… 会った よ」 

「白 鷹 先生お 喜びに なりまして …… 」 

「いいや。 とても ブッ キラ 棒だった よ。 変な 人 だね。 



ナ 失敬な 態度 を 執つ たんだろう」 

「先生 …… あたし その 事に 就いて 先生と お話した いた 

めに、 きょう 昼間から ズット ここに 立って、 先生のお 

帰リを 待って おりました のです よ。 でも …… お帰りが 

電車 か 自動車 かわからなかった もんです からね」 

そう 言う うちに 彼女 は 二、 三度、 派手な 縮緬の 袂を 

顔に 当てた ようで あつたが、 それでも 若い 娘ら しい キ 

ま じ 

リツと した 態度で、 多 少 憤慨し たらしい 語気 を 混交え 

ながら、 次の ような 驚くべき 事実 を 語り 出した。 

私 は その 時に 彼女から 聞いた 白 鷹 先生の 家庭に 関す 

る 驚く ベ き 秘密なる もの を、 - ^ , に 包まず 書き止めて 



車 通りの 歩道 を、 彼女と 並んで 歩きながら、 彼女の 語 

リ 続け て 行く 驚く ベ き 真相 …… なる ものに 対して 熱心 

に 耳 を 傾けて 行った のであった。 

白 鷹 氏 …… きょう 会 つ た 謹厳 そのものの ような 白 鷹 

氏 は、 K 大 耳鼻咽喉科に 在職 中、 姫 草 ユリ 子 を この 上 

もな く 珍重し、 愛寵 した。 そうして 宿直の 夜になる と、 

そうした 白 鷹 氏の 彼女に 対する 愛寵が 度々、 ある 一線 

を 超えよう とする ので あつ た。 

しかし 無論、 彼女 は それ を 喜ばなかった。 

彼女の 念願 は 看護婦と しての 相当の 地位と 教養と を 

作り上げた 上で、 女医と しての 資格 を 得て、 自分の B 



いたくない …… と 言った ような 気持から、 あんなよう 

な 策略 を 何度も 何度もお 使いに なった に違いないと 思 

うんです の。 あたし …… 白 鷹 先生の、 そう 言った お 気 

持が よく わかって いた もんです から …… 口惜しく つて 

口惜しく つ て …… 。 

よそ うち むやみ 

…… あたし …… 他家のお 家庭の 秘密なん か 無暗に 喋 

舌る 女 じ やない のに …… 妾 をドコ まで もぺ シャン コの 

ルンペン にして、 世の中に 浮かばれない ようにな さる 

なんて …… 先生のお ためば つか リ 思って 上げて いるの 

に …… K 大で アンナに 一 所 懸命に 働いて 上げた のに… 

…あんまり …… あんまり …… あんまりで すわ …… 」 



ま い n— モリ 

彼女 は 路傍の 砂利 積に 撒布た 石灰の 上に 黒い 洋傘 を 

投げ出して、 両袂を 顔に 当てながら 泣き ジャ クリ 始め 

た。 

気が付いて みると 私 等 二人 は、 いつの 間に か 紅葉 坂 

の 自宅の 石段の 下まで 来て、 向い合った まま 立って い 

た。 折から 通りが かりの 労働者ら しい 者が 二、 三人、 

妙な 眼 付で 振り返って 行った が、 あの 連中の 眼に は 私 

等 一 一人が 何と 見えた であろう。 

私 は ャット の 思いで 彼女 をな だめ 嫌して 病院に 帰ら 

せた。 しかし その 時に ドンナ 言葉で 彼女 を 慰めた か、 

全く 記憶して いない。 万一 記憶して いたら ドンナに か 



白 鷹 氏の 憤慨に 価す る 言い草ば かリ 並べ ていた 事で あ 

ろう。 

直ぐ 横の 石段 を 上って、 露地の 突き 当りに 在る 自宅 

の 玄関の 古ぼけた 格子 扉 を 開いた トタンに、 奥座敷の 

ボン ボン 時計が 一時 を 打った。 二十 分 近く 進んで いた 

にしても 彼女との 立ち話が ずいぶん 長かった 事 を 思い 

出して、 私 は 一人で 赤面して しまった。 そうして 無事 

太平ら しい 家の 中の 気 はい を 察して、 吾れ 知らず ホ I 

I ッと胸 を 撫で 卸した 事であった。 

ところが その 安心 は 要するに 私の 一 時の 糠喜びに 過 



相手に 出た の は 妻の 松 子だった そうで あるが、 その 

時に 白 鷹 夫人から 聞いた 事情なる もの は、 女の 耳に 

取 つ て 真に 肝 も 潰れる ような 事ば かりであった と言う。 

勿論、 姫 草 ユリ 子の 言葉 にも 多少の 真実性 は あ つ た 。 

彼女 は 確かに K 大 耳鼻科に いた 事の ある 姫 草 ユリ 子と 

同一人に は 相違なかった。 彼女の 看護婦と しての 技術 

が、 驚異に 価すべく ズバ 抜けた 天才 的な ものであった 

事 も 事実に は 相違なかった が、 しかし、 同時に、 実に 

驚異に 価す る ほどの ズバ 抜けた、 天才 的な 虚構の 名人 

であつ た 事 も 周知の 事実で あ つ た と言うの である。 

すこし 社会的に 著名な 人物 なぞが K 大の 耳鼻科に 入 



の 胤 を 宿した から、 堕胎し なければ ならぬ …… と 言つ 

たような 事 を 臆面もなく 看護婦長に 打ち明け (？) て、 

長い 事 病院 を 休む。 そのほか 医員の 甲乙と 自分との 関 

うわさ 

係 を、 自分の 口から 誠しやかに 噂 に 立てる …… と 言つ 

た 調子で、 風儀 を 乱す ことが 甚 しいので、 とうとうに 

おおな ぎ 

大 耳鼻科 長、 大 ffl 教授の 好意に よって 諭示 退職の 処分 

をされ る 事に な つたと いう。 

しかし 以前から メソジストの 篤信 者で あつ た 白鷹久 

美 子 夫人 は、 かねてから 彼女の そうした 悪癖に 対して 

一種の 同情 を 持って いた。 そうして 彼女の 才能と 行末 

を 深く 惜しんだ ものら しく、 彼女が 首になる と 同時に 



て 秘密に して 頂きたい … … とい う 極め てシォ らしい 話 

ぶりで あつ たと 言う。 

しかし 彼女の 性格 を 知り抜い ている 白 鷹 夫婦 は 容易 

に 彼女の 言葉 を 信じなかった ばかりでなく、 それ以来、 

一種 形容の 出来ない 不安に 包まれて いた。 また あの 女 

が臼杵 家に 入り込んで、 まことし やかな 虚構 を 吐いて、 

臼杵 家を攪 乱しようと 思って いるに 違いない。 それに 

つれて K 大ゃ白 鷹 家の 事に 就いても、 どんな 出 鳕目を 

臼杵 先生に 信じさせて いるか 解らない …… という 心配 

から、 夫人が 内々 で 妻の 松 子に 宛てて、 臼杵 病院の 所 

づけで 度々、 ユリ 子の 行状に 関する さり 気ない 問 合わ 



私 は その 話 を 聞い て い るう ちに グ ング ンと 高圧 電気 

にか かって 行く ような 感じが した。 臼杵 病院の マス 

力 わ I,- 

コ ット。 看護婦の 天才。 平和の 鳩の 生まれ 変 かと 思 

われる 姫 草 ユリ 子の 純真 無邪気な 姿が、 見る見る レン 

ト ゲンに でも かけられ たような 灰色の 醜い 骸骨の 姿に 

解消して 行く 光景 を 幻視した。 同時に タッタ 今、 泣き 

ながら 暗闇の 紅葉 坂 を 病院の 方 へ 降りて 行った ユリ 子 

の 姿 を、 浮き 上る ような スパニッシュ "ワンステップ 

の リズムと 一緒に 思い出しつつ、 私の 顔 を 了 心に 凝視 

している 姉と 妻の 青 褪めた 顔 を 見比べながら、 何とも 

言えない 不可思議な 恐怖の 感じ を、 背筋 一 面に 匐い ま 



この 言葉 を 聞いた 時に 私 は ャット 決心が 付いた。 彼 

女 …… 姫 草 ユリ 子の 不可思議な、 底の 知れない 魅力… 

…今では 私の 姉 や 妻まで もシッ カリと 包み込ん でし 

ま つ ている 恐るべき 魔力に 気が付い たので、 思わず 

ホッと 溜息 を 吐いた。 …… と 同時に、 その美し い 霧 か 

おお 

何ぞ のように 蔽 いかぶ さって 来る 彼女の 魔力から 逃れ 

出る 一 つの 手段 を 思い付い たので …… それ は少々 乱暴 

な、 卑怯に 類した 手段で はあった が …… 姉に も 妻に も 

故意と 一言 も 言わない まま 立ち上って、 今一度、 玄関 

力. t 

に 出て 帽子 を 冠った。 妙な 顔 をして 見送る 二人に 何処 



「ふうん。 そんなら 彼女と 君との 間に は 何の 関係 もな 

い チュウの じ やな」 

「 …… 馬鹿な …… 失敬な …… 俺が ソン ナ …… 」 

「わかった、 わかった。 それで わかった よ」 

宇 東 一一 一五郎 は 突然 マドロス パイプ を 差し上げて 叫ん 

だ。 

「わかった、 わかった。 赤たん 赤たん」 

「えつ。 赤たん …… 9 …… 何 だい 赤たん て …… 」 

「赤 チュウ タラ 赤たん。 主義者 以外に、 そんげ な 奇妙 

な 活躍す る 人間 はおらん がな。 現在、 そこいらで 地下 

運動 を やっとる 赤の 活動ぶ リソ ックリ たん。 まだまだ 



恐ろしい インチキの 天才ば つかりが 今の 赤に は 生き 

残つ とる ばんたん。 そんげ な 女 をば 養う 置く かぎり、 

今に とんでもない 目に会う ば …… アン タ …… 」 

「うん。 ャッ とわかった。 その 赤 カン タン。 しかし 

まさか 

真逆に あの 娘が、 そんな 大 それた …… 」 

「いかんい かん。 それが ^ 可ん て や、 そんげ 風に 思わ 

せる ところが、 赤 一流の 手段の 恐ろしい ところ ばんた 

ん。 赤に きまつと る。 赤たん 赤たん。 それ 以外に ソン 

ゲな 奇怪な 行動 をす る 必要が どこに 在る かいな。 その 

姫 草ち ゆう 小娘 は、 君の 病院 を 中心に して 方々 と 連絡 

を 保つ とる 有力な 奴 かも 知れん て や」 



「赤 じ やない かな」 

それ を 聞いた 時、 私 はまた もド キンと させられた。 

思わず 膝 を 進めながら 恐る 恐 る 尋ねた。 

「赤と したら どうしたらいいで しょうか」 

田 宮氏は 冷然と 眼 を 光らせた。 

くく 

「引っ括つ て 見ましょう や」 

「 …… ェ ッ …… 引っ括る …… どうして …… 」 

「明朝 …… ィャ …… 今朝です ね。 夜が 明けたら 直ぐに 

刑事 を 病院に 伺わせ ますから、 それまで その 看護婦 を 

逃がさな いように 願います」 

「そ それ はどう も 困ります I 



おる のです が、 それ を あの 娘に 与って、 直ぐに 指環に 

仕 立る ように 命じて 伊勢崎 町の 松 山 宝石店に 遣り ま 

しょう。 遅くとも 九 時から 十 時までの 間に は、 出かけ 

る 事と 思います が …… 十 時 頃から 忙しくな つ て 来ます 

から」 

「結構です。 しかし 近頃の 赤 は ナカ ナカ 敏感です から、 

よほど 御用 心な さらない と 」 

「大丈夫と 思います。 今夜、 ここへ 伺った 事 は 誰も 知 

力な I. 

リ ません し …… それに 妻が ズット 前、 姫 草に 指環 を 

一 つ 買つ て 遣る つ て 言 つ た 事が あるそう ですから… 

〜」 



です かと 皆から 尋ねられ たの は 明らかに 失態であった。 

^んゃ 姉と 妻 は、 セグリ 出て 来る 涙 を 隠すべく、 慌て 

て 洗面所へ 逃げ込んだ と言うの だから、 滑稽 を 通り越 

して 何の 事 だか わからない。 

姫 草 ユリ 子 は その 儘 帰って来なかった。 

姉と 妻と 私 は、 その 一 日中、 今更の ように 魘 えた 蒼 

白い 顔 を 時々 見 交して いた もので あつたが、 その 晚ー 

晚 置いて 翌る 朝の 八 時 頃、 隣家の 田宫 特高 課長の 処か 

ら、 尋常 一年生の 坊ちゃんが、 私を迎 いに 来て くれた 

から、 大ビク ビクで 着物 を 着換えて 行って みると、 田 

宫氏は 一 昨夜の 通りの 榲袍 姿で、 横 浜 港内 を 見晴らし 



いろ 話し合って みた 揚句、 いくら 何でも 可哀相で すか 

ら、 貴方に お願いして 置いて 頂こう じ やない のつ て… 

…そう 言って いたと こよ。 …… まあ。 よかった わね え 

うちの マスコット …… 私たち 一 一人で 直ぐに 迎えに 行つ 

て 来ます わ。 ね …… いいでしょう」 

二人 は それから 威勢よ く i 動 車に 乗って 出かけた。 

私に 朝飯 を 喰わせる 事 も 忘れた まま …… 。 

ユリ 子 は 留置 所の 前の 廊下で 姉の 胸に 取り 鎚 つた そ 

うで ある。 五つ 六つの 子供の ように、 

「もうしません、 もうしません、 もうしません」 

と 泣き叫んで 身 もだえす るので 一 一人ながら 弱った そ 



毎月 大抵、 月の 初めの 四 曰か 五日 頃です。 わたくし、 

い つも 洗濯 を させられ ますので、 よく 存じて おります」 

これ を 聞いた 私 は 一 も 二 もな く 立ち上って、 洋服に 

着かえ た。 何もかも 放ったらかした まま 自動車 を 飛ば 

して、 県の 特高 課に 乗り込んで、 出勤した ばかりの 田 

宫 課長に 面会した。 遠慮 も 会釈 も 抜きに して 述べ立て 

た。 

「田宮 さん。 やっと わかりました。 御 厄介 を かけ まし 

た あの 姫 草 ユリ 子と 言う 女 は、 卵巣 性 か、 月経 性，' かど 

デブ レツ シ ヨン 

ちらか わかりません が、 とにかく 生理的の 憂鬱症 〔# 

ルビの 「デプレッション」 は ママ〕 から 来る 一 種の 発作的 



りました から 飛んで 参りました。 非道い 奴です。 あの 

女 は …… 」 

ィョ ィョ真 赤に な つた 田 宫氏は 制服の まま 棒立ちに 

な つ てし まった。 

「ィ ャ。 よく 御腹 蔵な くお 話 下す つた。 それならば コ 

チラから も 御 参考までに お話し ますが、 君 は 十月の… 

…何日 頃でした か。 午後に なって 箱 根の アシノ コ -ホ 

テルに 外人 を 診察し に 行かれました か」 

「ええ。 行きました。 石油 会社の 支配人 を …… ラルサ 

ン という 老人です」 

「その 時に あの 女 を 連れて行かれました か」 



「第一、 そんな 疑わしい 連れ出し 方 はしません よ。 ハ 

ヽ ヽ I 

ノノ」 

「ハ ハハ。 しかし その 時のお 話 を 随分 詳しく 伺い まし 

た よ。 ま ぼ ろしの 谷と か 何と か 言う 素晴らし い 浴場が 

その ホテルの 中に 在る そうです がね。 行った 事 はあり 

ません が …… 」 

「僕 は 聞いた 事 もありません。 その ホテルで ラル サン 

という 毛唐と 一緒に 食事 はしました がね。 まだいる は 

ずです から 聞いて 御覧に なれば わかり ますが、 かなり 

の 神経衰弱に 中耳炎 を 起して おりました から、 鼓膜 切 

解 をして 置き ましたが …… 」 



女』 つてね …… 御存じでしょう。 あの 本人ら しいんで 

すよ。 コレ くらいの i 心戯 なら 妾 だって 出来る わ …… つ 

てね。 あの 娘が 若い 衆に オダ テられ てゥッ カリ 喋 舌つ 

た つ て 言 うんです の。 それから ミンナが 面白半分 にわ 

いわい 言って、 いろいろ 問い 訊して みると、 どうも 本 

人らしいので 皆、 気味が 悪くな つたんで すって。 あの 

娘が 出て 行った アトで 私に 告 口した 者が いるんで すよ。 

…… ですからそう 言われる と 私 も 気味が 悪くな つち や 

いまして ね。 あの 娘が 仕事 を 探しに 行った 留守に、 預 

けて 行った 手 廻りの 包みの 中 を 調べて みたら、 どうで 

しょう。 新しい 小さな 紙 挾みの 中に、 あの 『謎の 女』 



練習 させた もの だそう で また、 白 鷹 氏の 手紙 も、 彼女 

が 文案 をして 県庁 前の 代書人に 書かせて 投凾 した もの 

だと 言う 事が、 彼女の 白状に よ つ て 判明して いたと 言 

うが、 そんな 話 を 聞けば 聞く ほど、 彼女の 虚構の 創作 

能力と、 その 舞台監督 的な 能力が、 尋常一様の もので 

なかった。 虚構の 構成に 関する、 あらゆる 専門的 …… 

もしくは 病的な 知識と 趣味と を 彼女 は 持って いた。 如 

何なる 悪党、 または 如何なる 芸術家 も 及ばない 天才 的 

な、 自由自在な、 可憐な、 同時に 斃れて 止まぬ 意気 組 

を 以て、 冷厳、 酷烈な 現実と 闘い 抜いて 来た か。 K 大 

病院、 警視庁、 神奈川県 警察 部、 臼杵 病院 を 手玉に 取つ 



お使いに 遣られます。 そうして 「妾 (姫 草) の 秘密 

がす こしで も臼杵 先生に わかったら、 妾 は 貴女 (山 

内) を 殺して 自殺す るより ほかに 道が な いんです か 

ら そのつ もりで いらっしゃい。 この 病院 を 一歩 外へ 

出たら 妾 は モウ 破滅なん だから」 と 姫 草さん は繰リ 

返し 繰り返し 言って おりました。 ですから 私 は 何が 

何だか わからない まま 姫 草さん の 言う 通りに な つ て 

おりました …… 

と 山 内 看護婦が 眼 を マン 丸に して、 白状した 事で 

あった。 

私 はかの 姫 草が、 その 虚構の 一 つ 一 つに 全 生命 を 賭 



い。 しかし、 それ も 具体的な 堕落でなくて、 虚構の 堕 

落ではなかった か。 現実的な 不道徳よりも、 想像の 中 

の 不倫、 淫蕩の 方が 遙 かに 彼女の 昂奮、 満足に 価して 

はいなかった か。 彼女 は 肉体的に は 私達 第三者が 想像 

する よりも、 遙 かに 清浄な 生涯 を 送った もので はな 

か つた かと 想像し 得る 理由が ある。 

彼女 ほどの 虚構 吐きの 名人が K 大 以来 一 度 も 変名 を 

用いなかった 心理 も、 ここまで 考えて 来る と 想像が 付 

いて 来る。 それ は 姫 草 ユリ 子なる 名称が、 彼女の 清ら 

かな、 可憐な 姿の 感じに 打って付け である 事 を、 彼女 

が 自覚して いたば かりで ない。 そうした 彼女の 気持の 



A . c の スプレ —で 睡魔 を 防ぎながら ャット ここ 

まで 書いて 参り ましたが、 もう 夜が 白け かかって 脳 味 

かくひ つ 

噌が トロ トロに なりました から 擱筆 します。 

彼女が 死んだ 後まで も 小生 等 を 抱き込んで 行こうと 

した 虚構の 流転 も、 それから 貴下に 対する 小生の 重大 

な 責任 もこの 一 文と 共に 完全に …… 何でもなく …… ァ 

ト カタ もな く 終焉 を 告げて 行く 事になります。 

さようなら。 

彼女の ために 祈って 下さい。 



ミナト. バスに て 友成 トミ子より 

お 手紙 ありがとうよ。 

女 車掌に なりた い つ て 言う 貴女の 気 もち、 よく わか 

りました わ。 

百姓の 生活 はつ まらない。 

青空 や 雲 を 見て タメ 息なん かして はいけ ない。 東京 

の 方へ 行く 赤、 青、 白の 筋の 付いた 汽車 を 見送って ボ 

ンャリ なんかし ていたら、 なおさら いけない。 汗で も 

涙で も、 うつむいて 土の 中に 落して 行かなければ、 百 

姓 仲間の 裏切者み たいに 両親 や 兄弟から 睨まれる。 土 



切った 声で、 

ェ— ェ。 二度と ォ— 惚れ ェ ー まい ィ 運転手の ォ I - 

畜生め ェ —— 

敷き 逃げ ェ —— し た ァ —— ま ま ァ —— 知ら ぬ ゥ —— 

顔ォ —— 

なんて 歌って、 満員のお 客をゲ ラゲ ラ笑 わしたり す 

るので す。 その 癖、 遊びに 行った 話 はチッ トモ 聞き ま 

せん。 いつもお 金 を ポケットの 中で ジャラ ジャラ 言わ 

せて いるので すよ。 ですから 会社の 重役さん が スッカ 

リ 信用して しま つ たらしい のです。 

私 も 男らしい 固い 人と 思い込んで、 何もかも 言うな 



さん も モウす つかり 欺され て 夢中に なって いなす つた 

わ。 

ソゥ …… 妾、 無茶 かも 知れない わ。 でも 無茶で もい 

いわ。 今に 見て いらっしゃい。 妾の 冒険が 成功す るか、 

ノ *k ヽ ゝ o 

しる レカ 

そう 思う 時、 妾の 胸が ドキ ドキ する もので 一 パイに 

なって しまう のよ。 妾 は 今、 妾の 人生が 破裂し そうな 

くらい 張り切つ ている のよ。 

誰が 何と 言った つ て 妾 は、 この 冒険に 向って マイ 進 

する わ。 

サ ョナラ 



ながら 飛ばして 行った の。 その 時に 妾 はまた ハツ キリ 

と 新 高さん が 妾 を 殺そうと している 事 を 感じた のよ。 

けれども、 ちっとも 手応えがない 上に、 妾が ゥンと 

もスン とも 言わな いもんで すから、 新 高さ ん は 不思議 

に 思ったら しいの。 香椎の 踏切の 前に 来る と 運転台 か 

ら、 

「ォ— ィ。 トミち やん」 

と 呼ぶ じ やない の。 

「ハ アイ」 

て 妾、 後部から 出来るだけ 朗らかな 声で 返事して 

M つ たら 直ぐに、 



んは チャント 汽車の 時間表 を 知っていて、 御 自慢の ナ 

ル ダンの 腕時計 〔# 「ナル ダンの 腕時計」 は ママ U を 見い 

見い 運転して 来て、 大丈夫と 思ったら、 妾が 「ォ— ラ 

ィ」 と 車の 中から 言った だけで 一 気に 突き抜ける 処な 

のよ。 それに この 時に 限って 御念 入りに スピ— ドを落 

して 妾 を 呼 ぶんです から 妾、 おかしく なつち やった わ。 

香椎 でお 客が 三人 降りた ので、 妾 は ビッシ ヨリ 濡れ 

たま ままた、 運転台に 新 高さん と 並んで 坐った のよ。 

けど も 新 高さん は 別に 何も 言わな か つたわ。 ただ、 

「寒かったろう」 

と タッタ 一 言、 低い 声で 言った 切り ス テキな スピ— 



手紙 を 焼きたい ばっかりに 今日 一 日 休まして 貰った よ 

うな もんよ。 

何もかも 運命よ。 

運命に まかせる より ほかに 仕方がな いわ。 神様なん 

てこの 世 にないん ですから。 

智恵 子さん。 ミジメ な トミ子の ために 泣いて ちょう 

-ぉ， - ヽ 。 

/ レ 



第五の 手紙 



刑事なん て 案外 ァ タマの いい ものね。 その 刑事の 顔 

を 思い出しても ド キンと する わ。 

妾、 神様に 感謝して いるの よ。 ャケ クソの 妾が 一緒 

に 死ぬ つもりで ォ ー ライって 言った のに、 新 高 だけ 殺 

して、 妾 だけ 助けて 下す つたんで す もの。 

あたし 頭の 怪我が なおった らまた、 ミナト. バスへ 

出て 女 車掌 をつ とめる わ。 そうして 今度 こそ 一生 止め 

ない わ。 そうして 女 運転手になる わ。 日本一 の 女 運転 

手に …… 。 妾 これ は 神様の 命令 だと 思って いるの。 

結婚なん か 一 生し ない わ。 妾 は 最早、 女の 一 生の 分 

ぐらい 何もかも わかつ ちゃつ たんです からね。 新 高さ 



新 高さ ん の 事 を 思 い 出す タ ン ビ に 心臓 の 下の 方で ビク 

リビ クリと 躍り 出す のです。 この 児が 生まれたら 妾 ど 

うしましょう。 

妾 は、 妾と 一緒に 呪咀 われた この 児 も 殺して しまい 

ま ^9 

妾 は 夫 殺しの 吾 児 殺しです。 

貴女に だけ 白状して 死にます わ。 許して 下さい。 ミ 

ジメな トミ子の 一 生涯のお 願いです。 

女 車掌なん かにな つて はいけ ません。 —— さよなら 



火星の 女 

県立 高 女の 怪事 

ミス 黒 焦 事件 

噂 は 噂 を 生んで 迷宮へ 

本日 き 口 事 角. 1! 示 



以前の 作法 教室 

校長 は 引責 謹慎 中 

因に 焼失した る 県立 高 女の 廃屋 は 純 日本 建、 二階 

ま わらぶき 

造の 四 室で、 巿内 唯一 の藁葺 屋根と して 同校の 運動場、 

弓術 道場の 背後、 高き 防火壁 を繞 らした る 一 隅に 在り。 

嘗て 同校 設置の 際、 取 毀され たる 民家のう ち、 校長 

森栖 氏の意見 により、 同校 生徒の 作法 稽 t 古場と して 取 

残された ものであるが、 その後、 同校の 正門 内に 卒業 

生の 寄付に 係る 作法 実習 用の 茶室が 竣工 したため、 

自然 不要に 帰し、 火災 直前まで は 物置と して 保存され 



いちは や 

は巿内 三番 町の 下宿に 在った が、 急 を 聞いて 逸早く 現 

場に 馳 付け、 御 聖影を 取 出し、 教職員 を 指揮して 重要 

書類 を 保護 させ、 防火に 尽力せ しめた 沈着 勇敢な 態度 

は 人々 の賞讃 する 処と なった が、 事後、 三番 町の 下宿 

きんしん おうおう 

に 謹慎して 何人に も 面会せ ず、 怏々 〔# 「快々」 は 底本 

やつ 

では 「快々 匕 として 窶れ 果てて いるので、 謹厳 小心な 

同校 長の 平生 を 知っている 人々 は 皆、 その 態度に 同情 

している。 右に つき 去る 三月 二十 八日、 教務 打合せの 

とら ま 

ため、 同校 長 を 訪問した 同校 古参 女 教員、 虎 間 トラ 子 

女史 は 同校 長の 言と して 左の 如き 消息 を 洩らした と 言 

、つ。 



の 注意 を惹 いている。 の みならず 前記 森栖 氏の 口走 

りたる 言葉より 推して、 右一 一通の 手紙 は 或は ミス 黒 

焦 事件 の 秘密 を 暴露す る 有力なる 参考 材料な りし や 

も 計り 難く、 これ を 衆人 注視の 中に 持 去りた る 神変 

不思議の 人物 こそ、 ミス 黒 焦 事件の 有力なる 嫌疑者 

ぜんじ 

に 非ず やとの 疑い、 関係者 間に 漸次 高まりつつ 在り- 

万事 は森栖 校長の 行方と 共に 判明すべし とて、 その 

方の 捜索に 全力 を 挙げてい る 模様で ある。 尚 同校 長 

を 見知りお る 駅員の 言に 依れば、 同校 長ら しき 鬚 

蓬々 たる 無帽の 人物、 大阪 までの 切符 を 買いて 終 列 

車に 乗 込みた る 形跡 ありとの 事に て、 その 方面に も 



三日 早朝、 大阪市 北 区 中 之 島 付近の 往来に 泥塗れの 

乱れた る フロック 姿 を 現わし、 出会う 人 毎に 「火星 

の 女 は 知りません か」 「ミス 黒 焦が 来て はおり ませ 

んか」 「甘 川 歌 枝 は 何処に おります か」 「何もかも 皆 

噓 です」 「事実無根の 中傷です 中傷です」 なぞと、 あ 

らぬ 事の み 口走 リ おりたる を 一 先ず 中 之 島署に 保護 

し、 当巿 警察に 照会し 来たる を 以て、 開校 間際の 多 

こば やか わ 

忙を 極めお りし 教頭、 小 早 川 教諭 は、 十 一 時の 列車 

にて 取りあえず 大阪に 急行した。 然るに 同 教諭 出発 

後、 教頭 次席、 山 口 教諭 指揮の 下に 引続き 開校 準備 

に t 殺されい るう ち、 同校 職員 便所に 於て、 同校 古 



参 女 教諭、 虎 間 トラ 子 (四十 二) が 縊死し おる 事が、 

掃除に 行きし 小 使に 発見され て、 一 同 を 狼狽 させお 

るう ち、 同じく 開校 準備の ため 出勤し おりし 同校 書 

記に して、 森栖 校長と 共に 三十 年来、 同校の 名物と 

せむし ひで あき 

なりおり し 倔 僂 男、 川 村 英明 (五十 一 ) が 同様に、 

いつの 間に か 姿を消し ている 事が、 出張の 警官に よ 

り 気付かれ たので、 念のため 取調べて みると、 意外 

にも 同校の 金庫 中に 保管して 在った 森栖 校長の 銅像 

建設費 五 千 余 円、 及、 校友会 費 八 百 二十 円の 通帳が 

紛失し おり、 預金 先、 勧業 銀行に 問 合わせた る処、 

ほ とん 

正午 近き 頃、 川 村 書記が 同 銀行に 来り、 右 預金の 殆 



ど 全額 を 引出し、 愴惶 たる 態度で 立 去りた る 旨 判明、 

なお 巿外十 軒屋に 居住し おりし 同人 妻 ハル (四十 七) 

も 家財 を 遺棄し、 旅装 を 整え、 相 携えて 行方 を晦ま 

したる 形跡 ある 旨、 次から 次に 判明した るより、 騒 

ぎ は 一 層 輪に 輪 を かけて 大きくな リ、 同校 全 職員の 

訊問、 取調が 開始され、 同校の 授業 開始 は 当分 困難 

と 認めら るる 状態に 立 到った。 因に 縊死した 虎 間 女 

教諭と、 逃亡した 川 村 書記と は 平生より、 森栖 校長 

を 神の 如く 崇拝して ぉリ、 二人とも 同校 長の 行方 を 

最も 真剣に 気に かけて いた 由で あるから、 この 際、 

最も 喜んで 安心すべき であるのに、 同校 長の 行方 判 



査中 である。 

森 P 校長の 帽子 

十字架 上に 

持主 不明の 花簪 と共に 市内 

天主教 会に て 発見 さる 

前廂に 残る 疑問の 歯型 

県立 高等 女学校 は 既報の 如く、 去る 三月 二十 六日 

の 怪火 以来、 ミス 黒 焦、 校長の 失踪、 同 発狂、 虎 間 



女 教諭の i 死、 川 村 書記の 大金 拐帯 等の 怪事件 を 連 

続 的に 惹起し、 まだ 怪火の 正体 さえ 判明せ ざるう ち 

に、 同校と 県、 警察当局と を 未曾有の 昏迷の 渦巻に 

巻込んで いるが、 更に 又、 最近に 前記 森栖 校長の 信 

仰 措 かざりし 天主教 会 内に て、 意想外の 怪事件 を 派 

おとしい 

生し、 関係者 一 同 を 層、 一 層の 昏迷に 陥 れ ている。 

今 五日 午前 十 時 頃、 巿内 海岸 通 二 丁目 四十 一 番地 四 

角、 天主教 会に て は 日曜日の 事と て、 平常の 如く 信 

者の 参集 を 待ち、 祈 禱会を 開催すべく、 礼拝堂 正面 

の 祭壇の 扉 を 開きた るに、 正面、 祭壇の 中央に 安置 

された る 銀の 十字架 上に、 見慣れぬ 黒の 山高帽 と、 



赤き 小米 桜に 銀の ビラ ビラ を 垂らした る 花 簪が 

引っかけ 在る を 発見し、 大いに 驚きて 取 卸し 検査し 

たるに、 該 山高帽子の 内側の 署名に より、 同 教会の 

篤信 者、 森栖 校長の 所持品なる 事 判明。 尚、 花簪の 

所有者 は 目下の 処 不明なる も、 その 儘、 山高帽子と 

共 に 付近 派出所 を 経 て 警察署に 届出た ので、 警察に 

て は 緊張し おりし 折 柄と て棄置 難しと なし、 時 を 移 

さず 同 教会に 出張し、 参集 者の 出入 を 禁じて、 厳重 

なる 調査 を 遂げた るに、 同 教会、 礼拝堂の 内部に 怪 

しむべき 点 一 か 所 もな く、 同日、 同 礼拝堂に 一 番最 

初に (九 時 頃) 入来り たる 信者 某 女 も、 最初より 祭 



以来、 警察当局 にて は 既報 ミス 黒 焦 事件に 対する 有 

力なる 探査の ヒント を 得た るら しく、 当時、 最初に 

とのみ や 

同 教会 内に 入来り たる 某 女 こと、 殿宫 アイ子 (十九) 

という 少女 を 同 教会 内 別室に 伴い、 厳重なる 取調 を 

行いた る 模様なる が、 右 取調 続行の 都合 上、 同 午後 

三時 頃、 前記 アイ子に 一 応 帰宅 を 許した るに、 同 女 

くぐ J 

は 大胆に も 厳重なる 監視の 目 を 潜りつつ、 重病に 臥 

しおりた る 母親 を 伴い、 一 通の 遺書よう の もの を 同 

いずく くら 

女の 父、 殿宫愛 四郎氏 宛に 残して、 何処へ か 姿を晦 

ましてし まった。 この 重大なる 失態に 就いて、 警察 

当局 は 何故か ロを緘 して 一 言 も 洩らさず、 且、 捜索 



績が 作文と、 習字と、 図画と、 体操 を 除いて は、 級の 

中で 一 番 末席だった せいば かりではなかった ように 思 

レます 

私の 名前 は、 すぐに 全校の 生徒に 知れ渡りました。 

r ノッポ の 甘 川 歌 枝ん 坊 —— ォ …… 

梯子 を かけて ェ —— 髪 結うて ェ」 

と 上級の 男 生徒が 遠くから 笑ったり しました。 私 は 

気の 弱い 児でした から 最初のう ち は 泣いて 学校に 行か 

ない と 申し ましたが、 そのうちに ダン ダン 慣れて 来て 

どんなに ヒドィ 事 を 言われても 淋しく 笑って 振り返る 

事が 出来る ようになりました。 



宇宙 を 流る る 大きな 虚無 …… 時間と 空間の ほかに は 

何もない 生命の 流れ を 私 はシミ ジミと 胸に 感ずる よ う 

な 女に なって 来ました。 私の 生まれ故郷 は、 あの 大空 

の 向う に 在る、 音 も 香 もない 虚無 世界に 違いない 事 を、 

さと 

私 は ハツ キリと 覚 つて 来ました。 

大勢の 人々 は、 その 時間と 空間の 大きな 大きな 虚無 

の 中で 飛んだり、 跳ねたり、 泣いたり 笑ったり してお 

られ るので す。 同窓の 少女た ち は、 めいめいに 好き 勝 

手な 雑誌 や、 書物 や、 活動の ビラみ たような もの を 持 

ちま わって、 美しい 化粧 法 や、 編物 や、 又は いろいろ 

な 口 ー マン チッ クな 夢なん ぞに憧 S れて おられます。 



リと お答えに な つたそう です。 

r ハァ。 あれです か。 あれ は 私が 森栖 先生への 御 恩 返 

しの 一端に もと 思って 作った ものです。 先般 …… 三年 

ばかり 前でした か、 ある 温泉 場から 森栖 先生のお 手紙 

が 来まして、 頼みたい 仕事が あるから 来て くれと いう 

文面で したから 早速 行って みます と、 自分の 胸像 を 

作って くれとの お頼みです。 森栖 先生 は 私の 母方の 伯 

父で、 私が 中学 を 出る まで 学費 を 出して 下す つた 大恩 

人です から 何条、 否や を 申しましょう。 早速 その 温泉 

場 付近の 瓦 焼 場から 理想的な 土 を 取って来て 一 週間ば 

かりで 胸像 を 作り上げ、 薬品 S にある だけの 石膏 を 買 



「贅沢に も 何にも スッ カリ 南洋 式に なって いる、 享楽 

の 豪華版な んだ。 勘定 は受 持つ から 是非 彼女 を 引 張つ 

て 来た まえ」 

「へへ へ。 恐れ入ります」 

「ィ ャ。 彼女 は 面白い よ。 だいぶ 変って いるよ。 僕 も 

今夜 は モット 若い の を 連れて行く」 

と言うよ うなお 話 も、 何 かの 因縁の ように、 不思議 

と 私の 耳の 底に 残って おりました。 

そのよう なお 話 を 取 集めて 考えて みます と、 校長 先 

生 は、 御 自分の 名誉と 地位 を 利用して、 学校 をお 金 儲 

けの 道具に K つて お出でになる のでした。 そうして、 



にしい しい、 人影の ない、 星ば かり 大きい 校庭の 夕 暗 

の 中 を、 あの 廃屋に 近付いた のです。 そうして あの 階 

下の 土間の 暗闇の 中に、 そっと 片足 を 入れた のです。 

その 暗闇の 中から 突然に 出て 来た 毛 ムクジ ャラの 男 

しま 

の 両腕に、 私 はシッ カリと 抱 締められて 終った のでし 

た。 そうして 思い も かけない 切ない 愛の 言葉 を、 生ま 

さ さ や 

れて 初めて 囁 かれた のでした。 

r …… よく 来て 下さいました。 ありがとう 御座います- 

ひとりもの 

ほんと によく 来て 下さいました。 この 独身者の 憐れな 

年寄の 悩み を 救って 下さる の は 貴女お 一人です。 貴女 



校長 先生。 私 は 人から 何と 言われても、 やっぱり 女 

だった のです。 

いま 

それが 道ならぬ、 忌 わしい 事と 知りつつ も 私 は、 校 

長 先生 をお 怨み 申し上げる 気持に、 どうしても なり 得 

なかった のでした。 それよりも、 そんな 道ならぬ 忌 わ 

しい 事 をな さらなければ ならぬ 校長 先生の 弱い、 卑怯 

なお 心が、 その 時の 私に はこの 上 もな く 御 痛 わしい も 

のに 思えて 仕様がなくな つていた のでした。 そうして 

そのお 痛 わしい、 淋しい 校長 先生 を、 仮 <「p どのような 

忌 わしい 方法で でもお 救い 申し上げて、 正しい、 明る 

い 道に お帰りになる ようにお 諌め 申し上げる のが、 私 



てま わったり する のが 仕事 だそう だが ね。 昨日 わざ わ 

ざ森栖 校長 先生が 俺の 役所 (営林 所) に 訪ねて 来られ 

て、 お前が 承知して くれさえ すれば、 先方で は 願った 

り 叶ったり だと 言って いる。 洋行 も 出来る ようにして 

や 

遣る と 言つ て いるそう だから、 コ ンナ 良い 口 はまた と 

ない と 思う。 俸給 は 百 円で ボ ー ナス は 三月 分 だそう だ 

が、 御 承知なら ば 私が 大阪へ 電話 を かける から、 直ぐ 

にも 出発 出来る だろう つ て 言う 事 だが ね …… 」 

と言うお 話でした。 

私 は あの 時に、 よく あれ だけ 落ち着いて おられた と 

思います。 実際、 三、 四日 前の 廃屋の 中の 出来事より 



からだ 

私が もう 清浄な 身体で ない こと 自分で もそう は 

思われない くらいの 儍 ない 一 刹那の 出来事 …… それが 

タッタ 一 滴の 血液の 検査で わかる と は …… 。 

…… 何と言う 残酷な 科学の 審判 …… 。 

私 は モウ 何の 他愛 もな く 絨氈 の 上に …… 両親の 足 

元に 泣き崩れて しまいました。 

絶体絶命 になった 私 …… 。 

父 は 私に 是が非でも 相手 を 打ち明け よと 迫りました _ 

決して 無理な 事 はしない。 キット 添わせて 遣る。 お前 

の 事 を ソン ナ にまで 思 つ て 下さる 人が おられる 事 を 俺 

達が 気付かなかった のが 悪かった の だ。 どんな 相手で 



しかし 校長 先生 は、 お諦めに なりませんでした。 

「これ は 貴女のお ためです から …… この 就職口 さえ 御 

承諾に なれば、 貴女に は キットい い 御 縁談が 申し込ん 

で 来る 事 を、 お 約束 出来る のです から …… 運動 好きの 

若い 紳士が、 その 新聞社に 待って おられる のです から 

…：- J 

とか 何とか 仰 言って、 いよいよ 親切 を 籠め て、 繰リ 

返し 繰り返しお 説教 をなさい ましたが、 その 言葉のう 

ちに うなだれて 聞いて おりました 私が、 そっと 上目 づ 

かい をして 見ました 時の、 校長 先生のお 眼の 光の 冷た 



かった こと …… 人間 を 喰べ るお 魚の ような 青白い、 意 

地の 悪い、 冷酷な 光が 冴え返つ ておりました こと …… _ 

その 何とも 言えない 無情な、 冷やかな お 眼の 色 を 見 

ました 一刹那に、 私 は モウ 少しで …… 悪魔 …… と 叫ん 

で摑 みか かりたい ような 気持に なりました ので、 こつ 

そりと 一 つ 溜息 をして、 頭 を 下げて しまいました。 何 

も かも メチ ヤメ チヤに してし まいたい 私の 気持が、 私 

自身に 恐ろし ゆう 御座いま したので …… 。 

その 時に 校長 先生のお 言葉が …… お 話の 初めの 時よ 

り もずつ と 熱烈な …… 祈る ような お 声が、 私の 耳元に 

響きました。 



そうして 先生 を ドン 底まで 震え 上らせる 手段 を 考えな 

ければ ならぬ …… 殺して 上げる くらいで は 追い付かな 

い …… この 地球 表面上が、 校長 先生に 取って は 生きて 

も 死んでも おられない、 フライ 鍋よりも 恐ろしい 処に 

してし まわなければ ならない と 固く 固く 決心して し 

まった のでした。 

私 は 微笑 を 含みながら 静かに 立ち上 つ て 教室 を 出 ま 

した。 そうすると 入口で 様子 を 聞いて おられた らしい 

虎 間 デブ子 先生に バッ タリ 出会い ましたが、 私 は モウ 

すっかり 落ち着いて おりました から、 何も 知らん顔で 

丁寧に お 辞 ii をして 階段 を 降りて 行きました。 あとで 



達と 顔 を 見合って、 笑い 合って、 手 を 取り合って なつ 

かしみ 合った のです が、 あの 一 時間 こそ は 私の 一 生涯 

のうちで も、 やっと 人間ら しい 気持の した、 一番 楽し 

い 一 時間だった のでしょう。 

それから 間もなく 始まった 謝恩会の 模様 を、 私 はす 

こし 詳しく 書かなければ なりません。 それ はこの 世に 

又とない 校長 先生の 悪徳 を、 眼 も 眩む ほど 美しく、 上 

品に 飾り立てた 芝居だった のです から。 それ は 私 以外 

の 人達が 一 人 も 気付いて お出でにならない …… そうし 

て 同時に タッタ 一 人 私 だけ を^-責め、 威 かすた めに 



しょう。 どうして 感慨な しに おれましょう。 それが 

繊弱い、 美しい、 優しい 皆様であります だけ、 それ だ 

けに、 雄々 しい 吾 児 を 戦場に 見送る 母親の 気持よりも 

モット モット 切ない 思いで 胸が 一 パイになる ので あり 

ま ^9 

…… 申す まで もな く 人生 は 戦場であります。 この 社 

会 は 現在、 あらゆる 素晴らしい 科学 文明の 力で、 かく 

も 美しく 飾り立てられて いるので あります が、 しかし 

その内 実は ドンナ もの かと 考えて みます と、 ちょうど 

野生の 動植物の 世界 …… ジャングル とか 原始林と か、 

阿弗利加の 暗黒 地帯と か 言う ものの 中と 同様に、 精神 



ま 

うと、 わざわざ 訪ねて お出でになった 校長 先生のお 賞 

めに なりよう は、 それ は それ は 大変な ものでした。 そ 

うして その 時に 私が 持ち出しました 無理な お願い …… 

大阪へ 行く 事 を 誰に も 知らせないで、 タッタ 一人で 出 

立したい。 大阪の 新聞社の 支局へ も 挨拶し ない まま、 

今から 直ぐに 出発した いという 我 ままな 願い も、 そん 

やか ま 

なに 八 釜し く 仰 言 ら ずに 承知して 下さいました。 

けれども 私 は 大阪へ 行きませんでした。 

謝恩会の あった その 日の 夕方に、 新しい 洋装と ハン 

ド バッグ 一 つと 言う 身軽い^ 装で、 両親に 別れ を 告げ 

て、 家 を 出る に は 出ました が、 その 足で 直ぐに 殿宫視 



て 天神の 森に は 二人の 和服の 紳士の 方が 待って おられ 

ました。 …… スラリ とした 影と ズン グリ 低い のと …… 

それが 近付いて みます と、 やはり 私の 想像 通りに 倔 僂 

の 川 村 書記さん と、 好男子 殿宫 視学さん に違いない 事 

がわ かりました 時の 私の 喜び は どんなで したろう。 

森の 外の 国道に は、 室内— 照明 を 消した 幌 自動車が、 

三人の 若い 芸妓さん を 乗せて、 ヒッ ソリと 待って おり 

ました。 それに 気が付きました 私 は、 手 提袋を 腰に 結 

び 付けて、 黒い 風呂敷で 手早く 覆面 をし ますと、 三人 

まぎ 

が 自動車に 乗り込まれ ると ほとんど 同時に 夕 暗に 紛れ 

ながら、 ス ぺャ. タイヤの 処へ飛 付いて、 小さく 跼ま 



りながら 揺られて 行きました。 そうして その 自動車の 

行 先が、 私の 想像 通りに 温泉 ホテルで ある 事が わかり 

ました 時の、 私の 安心と 満足 …… 冒険心と 好奇心 …… 

それ は どんなに かド キドキ ワク ワクした もので したろ 

う。 私の 復謦は 何もかも 最初から、 温泉 ホテル を 目標 

にして、 研究して、 計画して おった ものです から …… _ 

そうして、 それが もう 第一 日の 一番 最初から、 ぐんぐ 

ん 思い通りに、 運んで 行き 始めた のです から …… 。 

ちょっと い たずら 

けれども 私が 一 寸 した 思い付きから、 あんな 悪戯 を 

しました 時に、 自動車の 中の 方々 が、 どんなに かビッ 

クリ なすった 事でしょう。 



あの 自動車が シボレ —のォ —プン でありました 事 は、 

ほんと に 天の 助けだった かも 知れません。 その上に 私 

が、 偶然に、 安全 剃刀の 刃 を 用意して おり ましたの は、 

これ こそ 一 つの 奇蹟だった かも 知れません。 ガ タガタ 

する 車体の 中で、 メチ ヤメ チヤに 燥 いで お出でにな つ 

アイ ホ— ル まわり 

た 三人 は、 私が 安全 剃刀の 刃で、 後 窓の 周囲 を U の 字 

型に 切 抜く の をチッ トモお 気付きに なりませんでした。 

その 穴から 片手 を 突 込みました 時に、 校長 先生 は、 

まいこ 

一 番 左の 一 番 可愛らしい 舞妓さん の 背後から 抱き付い 

はなかん ざし 

て お出でになり ましたが、 その 舞妓さん の花簪 と、 

阿弥陀に 被って おられた 校長 先生の 山 高帽を 奪い取つ 



「パ チパ チ と 言 つたよう だぜ」 

「星が 飛ん だんだろう」 

「馬鹿な。 今夜 は 曇って いる じ やない か」 

r ィャ。 星で も 雲 を 突き抜いて 流れる 事が あります。 

光が 烈しいで すから、 直ぐ 鼻の 先の ように 見える 事が 

あります。 私 は 一 度 見ました が …… 小さい 時に …… 」 

「今夜 は 何 か 知らん 妙な 事の ある 晚 だな」 

「ちょうど 窓の 直ぐ 外の ように 見えた がのう」 

そう 言って 校長 先生が、 ノソ ノソと 窓の 処へ 近付い 

て お出でになる ようでした。 

その 瞬間に スッ カリ 面白くな りました 私 は、 またも 



一 つの ii 心戯を 思い付きました。 

写真機と 手 提袋を 深い 雨樋の 中へ 落し 込んだ 私 は、 

かみのけ ほうほう 

手早く 髪 毛 を 解いて、 長く 蓬々 と 垂らしました。 ワイ 

シャツの 胸 を 黒い 風呂敷で 隠します と、 思い切って 

身体の 半分 以上 を 屋根の 端から 乗り出しました。 長い 

髪 毛 を 逆様に 振り乱しながら、 息苦しい くらい 甲高い、 

悲し 気な 声で 叫びました。 

「森栖 先生 ェ —— ェ II ェ ェェ …… 」 

部屋の 中から 流れ出る 明るい 電燈の 光線で、 窓の 外 

の 私の 顔 を 発見され た 校長 先生 は、 窓の 枠に 摑 まった 

まま 眼 を 真白く 見開いて 私 をお 睨みに なりました。 浅 



た。 その 世に も 滑稳な 姿のお 三人の 顔 を 見廻 わします 

と、 私 は 今一度、 思い切った 高い 声で、 心の底から 笑 

いました。 

「ホホ ホホホ …… ォ ホホホ ホホホ …… 私が 誰 だか、 お 

わかりに なりまして …… 9 …… 校長 先生 …… 殿宫 さん 

…… 川 村さん …… 火星の 女です よ …… ォ ホホホ ホホホ 

ホホ …… ィヒヒ ヒヒヒ ヒヒヒ …… ァハ ハ ハハハ ハハハ 

…：- J 

校長 先生 は 眼の 玉 を 白く して、 舌 を ダラ リと 垂らし 

たま ま、 大地震に 会った 仏像の ように、 仰向け 様に ド 

タ ー ンと 引っくり返 つてお 終い になり ました。 それ を 



私 はこの 手紙 を 三 通と も 別々 の 宛名の 封筒に 入れて、 

お頼みした 通りの 順序に 出して 下さる ように 書添えた 

もの を 同封に して、 明 二十 六日の 晚、 町中が 寝 鎮まつ 

ている 時刻に、 愛子さん のお 宅の 郵便 受莒に 入れて 置 

さます。 

それから ズット 以前に、 学校の 化学 教室から 盗んで 

置きました X X X X と 脱脂綿と、 昨日 買って 置き まし 

た △△△△ と △△△ と を 持って、 あの 母校の 思い出の 

あばら や 

廃屋に 忍び込みます。 

あそこに 積んで 在る 藁と、 竹と、 紙ず くめの 運動会 

用具 を 積み重ねて、 △△△△ を 振り かけます。 それ か 



ら裸 蠟燭を △△△△ に 濡れた 畳の 上に ジ 力に 置いて、 

一 一十 分 もしたら そこいら 中が 火の 海になる ようにして 

置きます。 それから X X X X を タツ プリと 浸した 綿で 

顔を蔽 うて、 積み重ねた 燃料の 下に 潜り込む つもりで 

す。 私 は 揮発油 を 嗅いでも、 すぐに フ ラフラになる 性 

分です から X X X X を 沢山に 嗅いだら、 まだ 火事に な 

らな いうちに 麻酔し 過ぎて、 ほんとうに 死んで しまう 

かも 知れません。 

森栖 校長 先生 …… 。 

私 はこうして 貴方から 女に して 頂いた 御 恩 をお 返し 

致します。 それと 一緒に、 私の 愛する 心からの 愛人、 
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